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人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
対
策
は
。

 

市
民
環
境
部
長

　
「
若
者
の
住
宅
確
保
」
や

「
地
域
経
済
の
振
興
と
雇
用

の
確
保
」、「
医
療
・
介
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
な

ど
に
向
け
て
、
各
部
署
が
連

携
し
総
合
的
に
取
り
組
み
ま

す
。 

安
曇
川
駅
周
辺
を
観
光

と
商
工
業
の
振
興
を
狙
っ
た

再
開
発
の
内
容
は
。

 

産
業
経
済
部
長

　

例
え
ば
、
人
々
の
回
遊
を

誘
う
通
り
と
な
る
よ
う
な
仕

掛
け
づ
く
り
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
安

曇
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

の
再
生
と
い
う
大
き
な
視
点

で
捉
え
な
が
ら
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

 

中
小
企
業
と
地
場
産
業

の
育
成
支
援
で
の
、
企
業
誘

致
促
進
の
具
体
策
は
。

 

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
県

の
担
当
部
局
と
の
連
携
を
強 

化
し
、
関
係
企
業
と
調
整
し

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
防
災
対
策
で
の
河
川
整

備
改
修
促
進
の
内
容
は
。

 

土
木
交
通
部
長

　

県
で
は
「
湖
西
圏
域
河
川

整
備
計
画
」
を
策
定
中
で
あ

り
、
今
後
百
瀬
川
・
石
田

川
・
安
曇
川
・
鴨
川
の
改
修

工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

 

生
活
環
境
の
整
備
で
国

道
１
６
１
号
・
３
０
３
号
・

３
６
７
号
の
早
期
整
備
の
秘

策
は
。

 

国
・
県
の
制
度
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
常
に
事
業

を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と

が
秘
策
の
一
つ
で
あ
り
、
今

後
も
関
係
市
町
と
連
携
し
、

粘
り
強
く
要
望
活
動
を
進
め

ま
す
。

 

医
療
費
の
無
料
化
を
中

学
3
年
生
ま
で
拡
大
で
の
費

用
と
時
期
及
び
財
源
は
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

約
７
、５
２
９
万
円
の
経

費
と
積
算
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
財
源
や
実
施
時
期
等
の

具
体
的
な
検
討
に
入
り
ま

す
。滋

賀
県
の
体
罰
実
態
調
査

と
学
校
教
育
の
課
題

 

市
内
小
中
学
校
の
結
果

と
聞
き
取
り
方
法
は
。

 
主
席
教
育
次
長

　

教
職
員
へ
の
聞
き
取
り
、

児
童
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
市
内
で
は
体
罰
事

案
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

今
後
の
調
査
の
実
施

と
、
対
応
す
る
チ
ー
ム
の
設

置
の
内
容
は
。

 

各
校
で
チ
ー
ム
会
議
を

行
い
、
体
罰
事
案
の
把
握
等

に
努
め
、
事
案
発
生
時
に
は

速
や
か
に
教
育
委
員
会
へ
報

告
す
る
指
導
を
徹
底
し
ま
し

た
。

 

多
様
化
す
る
学
校
教
育

で
す
が
、
学
校
管
理
者
に
何

を
期
待
す
る
か
。

 

学
校
管
理
者
が
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
熱
意
を

も
っ
て
指
導
す
る
こ
と
を
、

指
導
し
て
い
ま
す
。

 

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
に
つ
い
て
、
範
囲

と
整
備
費
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
、
財
源
と
時
期
は
。

 

全
て
の
部
屋
に
設
置
す

る
と
、
約
4
憶
6
千
万
円
の

整
備
費
、
年
間
約
3
千
3
百 

万
円
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

と
試
算
し
ま
す
。
設
置
時
期

等
は
今
後
検
討
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

市
の
「
一
体
的
で
均
衡
の
と
れ
た

ま
ち
づ
く
り
を
」

秋
永　

安
次　

議
員

 

市
内
学
校
は
広
域
避
難

所
と
な
っ
て
い
る
が
、
マ
キ 

ノ
北
小
学
校
は
裏
山
に
急
傾

斜
地
が
あ
り
、
地
震
等
の
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
原
発
災
害
時
に

は
避
難
所
と
な
る
。
原
発
事

故
は
地
震
と
の
複
合
災
害
が

想
定
さ
れ
る
。
安
全
対
策
を

県
に
要
望
し
、
安
心
・
安
全

な
広
域
避
難
所
と
せ
よ
。

 

政
策
部
長

　

原
発
単
独
事
故
の
場
合
は

使
用
可
能
で
あ
り
、
徒
歩
に

よ
り
避
難
が
原
則
で
、
市
民

の
移
動
中
の
負
担
や
被
ば
く

時
間
を
減
ら
し
た
い
、
ま

た
、
付
近
に
多
く
の
人
数
が

収
容
で
き
る
建
物
が
な
い
た

め
、
マ
キ
ノ
北
小
学
校
を
避

難
集
合
場
所
と
し
て
指
定
し

て
い
ま
す
。
複
合
災
害
が
起

こ
っ
た
際
は
、
当
施
設
が
安

全
か
の
現
地
確
認
を
し
て
か

ら
の
避
難
と
な
り
、
使
用
不

可
と
な
っ
た
場
合
は
、
臨
機

応
変
に
対
応
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

県
道
に
消
雪
装
置
完
備
を

 

豪
雪
地
帯
で
あ
る
マ
キ

ノ
北
部
の
主
要
県
道
２
８
７

号
は
、
消
雪
装
置
が
途
切
れ

て
い
る
。
交
通
安
全
上
か
ら

も
早
急
に
全
線
に
完
備
を
。

既
存
装
置
も
老
朽
化
し
て
お

り
、
改
修
を
県
に
強
く
要
望

さ
れ
よ
。

 

県
土
木
事
務
所
で
は
、

消
雪
装
置
は
人
家
連
担
箇
所

を
優
先
と
し
て
お
り
、
設
置

済
装
置
の
維
持
補
修
等
に
毎

年
多
額
の
予
算
を
投
入
し
て

い
る
中
で
、
新
設
は
困
難
な

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

面
は
機
械
除
雪
や
凍
結
防
止

剤
散
布
の
対
応
と
な
る
と
聞

き
及
ん
で
い
ま
す
。
市
と
し

ま
し
て
、
早
期
着
手
を
引
き

続
き
要
望
し
ま
す
が
、
大
変

困
難
な
状
況
と
考
え
ま
す
。

マ
キ
ノ
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
を

 

「
マ
キ
ノ
駅
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
」
は
、
住
民
の
強

い
願
い
。
利
用
増
を
図
る
た

め
に
も
合
併
特
例
債
を
活
用

し
早
急
に
設
置
を
。

 

土
木
交
通
部
長

　

国
で
定
め
ら
れ
て
い
る
基

準
に
大
き
く
満
た
な
い
こ
と

か
ら
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
高

齢
化
が
進
む
本
市
に
と
っ
て

は
重
要
施
策
と
し
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
関
係
機
関
に
要
望

を
重
ね
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
継
続

 

本
年
で
終
了
す
る
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、
経
済

波
及
効
果
が
大
き
い
の
で
継

続
す
べ
き
で
は
。

 

産
業
経
済
部
長

　

現
行
の
支
援
制
度
の
趣
旨

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
を

目
的
に
、
市
民
の
生
活
を
支

え
る
政
策
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
制
度
の
延
長
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

原
子
力
災
害
か
ら

市
民
の
生
命
守
れ

粟
津　

泰
藏　

議
員

 

高
島
市
の
人
口
減
少
を

少
し
で
も
改
善
し
た
い
、
そ

ん
な
思
い
を
込
め
た
施
策
と

し
て
若
者
定
住
促
進
事
業
が

あ
る
。
40
歳
以
下
が
住
宅
の

新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
場

合
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ

る
。
今
日
ま
で
多
く
の
若
者

が
活
用
し
て
き
た
が
、２
つ

の
問
題
点
を
持
っ
て
い
た
。

　

一
つ
目
は
市
内
対
象
者
は

固
定
資
産
税
の
半
分
を
５
年

間
補
助
。
市
外
か
ら
の
移
住

者
は
最
大
２
０
０
万
円
、
中

古
住
宅
で
は
１
０
０
万
円
の

補
助
金
が
出
る
。
な
ぜ
そ
の

よ
う
な
大
き
な
差
を
設
け
た

の
か
。

　

二
つ
目
は
、
本
年
3
月
末

で
条
例
の
期
限
が
終
わ
る
た

め
、
3
月
末
ま
で
に
工
事
が

完
了
し
な
い
と
申
請
を
受
け

付
け
な
い
事
態
が
発
生
し

た
。
期
限
ま
で
に
受
付
け
た

予
算
は
、
翌
年
の
繰
越
明
許

と
し
て
処
理
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
条
例
期
限

内
で
あ
れ
ば
市
民
の
権
利
は

公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
如
何
か
。

 

市
民
環
境
部
長

　

若
者
定
住
促
進
は
、
市
内

に
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
の
定

住
を
促
進
し
、
地
域
を
支
え

る
担
い
手
の
確
保
と
育
成
を

図
り
、
持
続
的
な
地
域
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
点
目
の
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
条
例
施
行
後
も
若
者

人
口
は
減
少
を
続
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
特
に
、
本
市
に
興

味
を
持
っ
た
移
住
希
望
者
が

多
く
あ
る
こ
と
を
考
え
、
市

外
の
若
者
に
対
す
る
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
施
策
と
し
て
、

住
宅
新
築
に
２
０
０
万
円
、

住
宅
購
入
に
１
０
０
万
円
を

補
助
す
る
「
お
い
で
よ
高

島
・
若
者
マ
イ
ホ
ー
ム
支
援

事
業
」
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
こ
の
制
度
を
活

用
し
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
な
が
っ

た
事
例
も
あ
り
、
本
市
が
移

住
・
定
住
先
と
し
て
魅
力
的

な
候
補
地
で
あ
る
こ
と
を
発

信
す
る
た
め
に
も
大
き
な
補

助
金
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

二
点
目
の
「
住
ま
い
手 

応
援
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

こ
の
制
度
が
３
月
31
日
を
も

っ
て
失
効
す
こ
と
に
加
え

て
、
平
成
25
年
度
の
当
初
予

算
が
骨
格
予
算
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
翌
年
度
以
降
の
対
応

に
つ
い
て
十
分
に
説
明
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
制
度
上
、
申
請
期

限
を
定
め
て
い
な
い
の
で
、

申
請
が
あ
れ
ば
受
理
す
べ
き

と
こ
ろ
で
す
が
、
制
度
が
失

効
す
る
こ
と
、
ま
た
単
年
度

予
算
主
義
の
形
で
事
務
を
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
、
市
民

へ
の
周
知
を
徹
底
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆
指
定
管
理
制
度
の
運
用
上

に
お
け
る
疑
義
に
つ
い
て

若
者
定
住
促
進
事
業
は

市
民
に
公
平
か

石
田　
　

哲　

議
員

エアコンが完備された教室

エレベーターの設置が求められるマキノ駅




